
２０１２年１１月号９

歳入　４３６億１，４４３万円
市税
１４０億３，８１０万円（３２．２％）

特 別 会 計 決 算 額

差引額歳　出歳　入

１億３，２４４万円１０３億６，８８１万円１０５億　１２５万円国民健康保険事業

５８３万円８億３，７９３万円８億４，３７６万円後期高齢者医療事業

３，９５５万円５５億６，４７５万円５６億　４３０万円介 護 保 険 事 業

３７９万円１億２，５００万円１億２，８７９万円診 療 所 事 業

２４０万円４，８９８万円５，１３８万円自家用有償バス事業

２４７万円１，５７１万円１，８１８万円公設地方卸売市場事業

５２２万円６，９４６万円７，４６８万円温 泉 事 業

８５０万円７，１７５万円８，０２５万円銅 山 観 光 事 業

６，２１１万円３９億　８５７万円３９億７，０６８万円下 水 道 事 業

歳入・歳出ともに０万円です。公共用地先行取得事業

２億６，２３１万円２１０億１，０９６万円２１２億７，３２７万円計

繰越金
　２４億１，７５１万円（　５．５％）

諸収入
　１７億２，１３１万円（　３．９％）

そのほか
　１３億７，７６２万円（　３．２％）

地方交付税
　９８億４，０２４万円（２２．６％）

国庫支出金
　４１億８，１６６万円（　９．６％）

県支出金
　３６億６，３９１万円（　８．４％）

市債
　４５億９，８１０万円（１０．５％）

そのほか
　１７億７，５９８万円（　４．１％）

水 道 事 業 会 計 決 算 額

差引額支　出収　入

２億７，６１１万円借入金の利息返済２０億４，３５７万円水道料金収
益
的
収
支

８億９，９９４万円減価償却費１億　８８３万円その他

９億１，８８８万円その他

５，７４７万円２０億９，４９３万円合計２１億５，２４０万円合計

７億３，５６１万円施設などの整備費用１億１，２９０万円国などからの補助金資
本
的
収
支

９億２，１２７万円借入金の元金返済１億６，４６０万円国などからの借入金

８，８５３万円その他

▲１２億９，０８５万円１６億５，６８８万円合計３億６，６０３万円合計

収益的収支とは…事業運営を目的とした収入・支出のこと　　資本的収支とは…施設整備を目的とした収入・支出のこと
▲はマイナス、すべて消費税込みの金額（▲１２億９，０８５万円は、過年度分損益勘定留保資金などで補てん）

そのほか
　３５，３０４円

議会費、労働費、消防費
など

公債費
　５８，１０６円

借入金の元金や利子を返
済するための経費

教育費
　５０，１２０円

学校運営や社会教育、文
化・スポーツを充実させ
るための経費

土木費
　３６，１９４円

道路や市街地、市営住宅
などの整備や管理をする
ための経費

商工費
　４０，６０１円

商工業の支援や育成、観
光施設の整備やイベント
などを行うための経費

農林水産業費
　１２，６５４円

農道やほ場を整備したり、
林道や森林を維持管理し
たりするための経費

衛生費
　３２，６４３円

市民の皆さんの健康を
守ったり、ごみを処理し
たりするための経費

民生費
１２６，８３２円

幼児や高齢者、体の弱い
方などを援助するための
経費

総務費
　６４，５１２円

企画や財政、人事、税金
などの事務に関する経費

一人当たりに使われたお金の内訳

　使われたお金を市民一人当たりに分け

てみると、４５６，９６６円でした。その内訳
は下のとおりです。
※平成２４年３月３１日現在、住民基本台帳 
　人口８９，８９３人で計算しています。 自

主
財
源（
　
・
８
％
）

４４

依
存
財
源（
　
・
２
％
）

５５

一般会計　　

広報 にっこう ８

歳出　４１０億７，８０６万円

総務費
　５７億９，９１４万円（１４．１％）

民生費
１１４億　１３５万円（２７．８％）

衛生費
　２９億３，４４２万円（　７．１％）

農林水産業費
　１１億３，７５４万円（　２．８％）

商工費
　３６億４，９７１万円（　８．９％）

土木費
　３２億５，３５８万円（　７．９％）

教育費
　４５億　５４２万円（１１．０％）

公債費
　５２億２，３２９万円（１２．７％）

そのほか
　３１億７，３６１万円（　７．７％）

　
９
月
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
に
お
い
て
、
平
成
　
年
度
の
一
般

２３

会
計
と
特
別
会
計（
　
会
計
）、
水
道
事
業
会
計
、
合
わ
せ
て
　
会

１０

１２

計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

０
９
６
万
円（
対
前
年
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％
増
）で
し
た
。

２.８
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引
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２
億
６
、２
３
１
万
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成
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へ
繰
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な
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。

２４◆
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道
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業
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平
成
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４
０
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ち
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額
１
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万
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９
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９
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５
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、７
４
７
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、９
２
３
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を
抜
い
た
純
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益

は
２
、８
２
４
万
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な
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し
た
。

　
資
本
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は
３
億
６
、

６
０
３
万
円
で
、
支
出
は
　
億
５
、６
８

１６

８
万
円（
う
ち
消
費
税
３
、５
０
０
万
円
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で
し
た
。
差
し
引
き
　
億
９
、０
８
５
万

１２

円
の
不
足
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

２３

歳
入
が
　
億
１
、４
４
３
万
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度

４３６
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、６
３
７
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な
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す
。

　
歳
入
の
う
ち
、
市
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ど
市
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主
的

な
収
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主
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億
５
、４

１９５

５
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８
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付
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や
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市
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依
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財
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億
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万
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・
２
％
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２４０
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で
し
た
。

　
歳
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、
民
生
費
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億
　
万
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８
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１
４
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億
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、３
２
９
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・
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教
育
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が
　
億
　
万
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５４２
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・
０
％
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ど
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順
と
な
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ま
し
た
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◆
特
別
会
計

　
平
成
　
年
度
の
特
別
会
計（
　
会
計
）の

２３
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決
算
額
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入
が
　
億
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、３
２
７
万
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対
前
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増
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出
が
　
億
１
、

２.６

２１０

平
成
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度
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決
算
を
報
告
し
ま
す

２３

差引額　２５億３，６３７万円

く
わ
し
く
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一
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と
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会
計
に
つ
い
て
は

財
政
課
　
緯（
　
）５
１
６
２
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水
道
事
業
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に
つ
い
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は
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道
課
　
緯（
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５
３
２

２１

　決算額


